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▼ 12・1月号の掲載内容

○教務部より

　 レポート 作成について…………………………… （ 2 ）

　 後期試験について………………………………… （ 2 ）

　 後期試験範囲と 要点……………………………… （ 4 ）

○総務部より

　 卒業予定生のみなさ んへ………………………… （ 9 ）

○進路部より

　 令和５ 年度 島根県就職内定者合同研修（ ２ 月）の案内…… （ 9 ）

○保健相談部より 　 　

　 スク ールカ ウンセラー（ SC）の来校日程………… （ 9 ）

○教育開発部より

　 まなびのキセキ☆発表会 参加者募集について…… （ 10）

11 月 16 日　 平田木綿街道にフ ィ ールド ワ ーク に行っ てき ま し た。

雪原に残る足跡は、

それぞれが歩んだ軌跡

まっ さ ら な雪原を

それぞれの歩みで

進んでいこ う



碧　 雲　 通　 信

（ 2）

2023年12・ 1 月号（ 第123号）

レポート 作成について

教務部より

　 レポート は独力（ 自学自習） で作成する も のです。 基本、 家で一人で教科書・ 学習書を 読み込んで、（ インタ ーネッ

ト 等の情報を写すのは不可） じ っ く り と 取り 組んでく ださ い。 レ ポート の作成については、 他の人と 相談し たり 、 写

し たり し てはいけません。 必ず、 自分で解答し てく ださ い。 わから ないこ と や質問は、 レ ポート 支援に出席し たり 、

担当教員に聞いたり し てく ださ い。 その他の留意事項は、「 学習の手引き 」（ P10） で確認を し てく ださ い。

　 友達の解答を明ら かに写し たと 思われるレポート が見つかっ た場合は、 レポート の受付を取り 消し 、 厳し く 指導し

ます。

（ ※１ ） 隠岐高校（ 協力校） で受験でき る のは８ Ａ ルーム の隠岐に住所がある 生徒のみです。

（ ※２ ） 再試験受験には条件があ り ま す。 学習のてびき P13 参照。

後期試験について

日にち レ ポート 提出 受験願
後期試験

宍道 隠岐（ ※１ ）

12月26日（ 火）

レポート 合格締切

（ 1 7： 0 0 必着）

以降は受付けない

１ 月４ 日（ 木）
受付け開始

土・ 日・ 祝日は受付けない

１ 月11日（ 木）

「 総合的な探究の時間」

第３ 回レポート 合格締切

（ 1 7： 0 0 必着）

提出締切（ 1 7： 0 0 必着）

以降は受付けない

１ 月18日（ 木） 木Ｔ １

１ 月21日（ 日） 日Ｔ １
協Ｔ １

（ １ /20、１ /21）

１ 月22日（ 月） 月Ｔ １

１ 月23日（ 火）
Ｔ ２ ・ 協Ｔ ２ への変更願

提出締切（ 1 7： 0 0 必着）

１ 月25日（ 木） 木Ｔ ２

１ 月28日（ 日） 日Ｔ ２
協Ｔ ２

（ １ /27、１ /28）

１ 月29日（ 月）
再試験申請締切

（ 17： 00必着）

１ 月31日（ 水） 再試験（ ※２ ） 別途連絡

２ 月８ 日（ 木）
追認試験申請締切

（ 17： 00必着）

２ 月16日（ 金） 追認試験
協力校追認試験

本校にて

１ ． 受験資格

　 ・ 各講座の後期レ ポート がすべて合格締切日ま でに合格し ている こ と 。

　 ・ 各講座の後期の面接時数（ ス ク ーリ ン グ出席時数） を 満たし ている こ と 。

　 ・「 受験願」 を 提出し ている こ と （ １ 月 11日（ 木） 17： 00必着）。

２ ． 日程
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３ ． 試験を実施する講座と 試験範囲

　 後期試験は、 総合的な探究の時間以外のすべての講座で実施する 。

　 実施講座の試験範囲と 要点参照。  （ 体育・ 音楽の試験はすべて実技であ る ）

４ ． 受験手続き

（ １ ）「 受験願」 の記入と 提出

　 　 ①各講座の受験日、 時間を 決める 。

　 　 　（ 碧雲通信９ ・ 10月号の時間割で確認し 、 他講座と 重なら ないよ う に気を つける ）

　 　 ②各講座の「 受験願」 に必要事項を 正確に記入し 、 生徒バーコ ード シールを 貼り 付ける 。

　 　 　 必要事項： ルーム 、 氏名、 受験場、 受験日、 時間を 記入する 。

　 　 ③「 受験願」 を期日（ １ 月11 日（ 木） 17： 00必着） までに提出する 。

　 　 　 ＜受験願について＞…「 学習のてびき 」 P12・ 13 参照

　 　 　 　 後期試験の受験願は、 後期レ ポート の後についていま す。

　 　 　 　 後期レ ポート の回数は、 レ ポート の表紙や『 学習のてびき 』 で確認し ま し ょ う 。

（ ２ ） 注意事項

①受験日の変更を し なく てよ いよ う に、 し っ かり と 考えて提出する こ と 。 やむを 得ない事情によ り 変更する 場合

は、 ６ ． ①参照。

②「 受験願」 は、 漏れのないよ う に正確に記入し 、 記入後、 点検を し て提出する こ と 。

　 体育は、 必ず選択種目を記入するこ と 。

５ ． 受験上の注意

　 　 ①机上に置く 物は、「 生徒証」（ ※）…と 鉛筆、 シャ ープペンシル、 消し ゴム、 定規のみ。

教科書、 学習書、 レ ポート 、 ノ ート 、 筆箱、 携帯電話（ 電源はオフ にする ） 等はカ バン に入れ、 机の横に置く 。

（ 指示があ っ た講座は電卓・ コ ン パス も 可）

　 　 ②カ ンニング等の不正行為、 それを疑われるよう な行為をし ない。

　 　 　（ 不正行為を し た場合、 その試験は０ 点と する 。）

　 　 ③受験途中の退出はでき ない。 時間いっ ぱい取り 組む。

　 　 ④試験開始後５ 分以上遅刻し た場合は、 受験できない。

　 　 ⑤試験中は携帯電話のアラ ーム は必ず解除し 、 電源を 切っ てカ バン に入れる か、 試験監督に預ける 。

　 　 　 試験中に携帯電話が鳴っ た場合は、 不正行為と 見なすこ と がある 。

　 　 ⑥試験中は、特別な理由がある 場合を 除いて、帽子やマフ ラ ー、手袋等防寒具の着用、ひざ掛けの使用は認めない。

　 　 ⑦腕時計は、 計時機能のみのも のを 使用する 。

〔 生徒証について〕

　 　 　 ※生徒証は受験票と し て氏名、 写真が見える よ う にし て机上に置き テス ト を 受ける こ と 。

※万一、 生徒証を 当日忘れた場合は、 受験の前に事務室で仮生徒証を 発行し ても ら い、 必ずその日のう ちに返

却する こ と 。

６ ． その他

①受験日を やむを 得ず変更せざる を 得ない場合のみ、「 受験願【 変更】」 を 提出する 。 その際必ずルーム担任に早

急に連絡するこ と 。

　 　 　 Ｔ ２ ・ 協Ｔ ２ への受験願【 変更】 提出締切： １ 月 23日（ 火） 17： 00必着

　 　 ②その他『 学習のてびき 』 Ｐ 12・ 13を 参照のこ と 。

試験日連絡先　 　 宍 道 高 校　（ ０ ８ ５ ２ ） ６ ６ －７ ５ ７ ７

　 　 　 　 　 　 　 　 隠岐協力校　 ０ ８ ０ －１ ９ １ ７ －１ １ ２ ８ （ 試験当日８ ： 3 0 ～ 1 4 ： 3 0 ）※本誌にて確認ください



碧　 雲　 通　 信

（ 4）

2023年12・ 1 月号（ 第123号）

後期試験範囲と 要点

国　 　 語

講
座
名

現代の国語（ 後半） 言語文化（ 後半） 文学国語（ 後半） 古典探究（ 後半）

担
当
者

高松 小林 安堵 小林

教
科
書
範
囲

〇評論「 ス キマが育む都市の緑 
と 生命のつながり 」

〇随想「 鍋洗いの日々」
〇随想「 り んごのほっぺ」
〇随想「 無彩の色」
〇評論「 真の自立と は」

○訓読の基本「 訓読」「 格言」
○故事成語「 五十歩百歩」
○論語のこ と ば「 論語」
○小説「 第一夜」「 第六夜」（『 夢

十夜』）
○命をう たう 「 I w as born」
○古人の生き 方「 芥川」「 筒井筒」
（『 伊勢物語』）

○詩 
「 こ こ ろ」「 永訣の朝」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
○小説 

「 ナイ ン」 
「 ひよ こ の眼」 
「 こ こ ろ」 
「 山月記」 
「 清兵衛と 瓢箪」

○大鏡「 弓争ひ」
○古典の常識あれこ れ
〇説苑「 後患を顧みず」
〇新序「 人ごと に其の宝有る に

し かず」
○源氏物語「 光る 君誕生」「 若紫」
○「 四面楚歌」 時利あら ず・ 項

王の最期
○「 万葉集」・「 古今和歌集」「 新

古今和歌集」

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後半　 第1回～第3回 後半　 第１ 回～第３ 回
（ 第３ 回は「 折々のう た」 の部
分を除く ）

後半　 第１ 回～第６ 回 後半　 第１ 回～第６ 回

学
習
の
要
点

●教科書本文を 繰り 返し 読んでお
き ま し ょ う 。 １ 回は音読をし て
おく と よ いです。

●漢字の 読み書き も 含め て、 レ
ポート の内容を 中心に出題し ま
す。 ただし 、 問題の形式を変え
る 場合や、 一部、 発展問題も あ
り ま す。

●筆者独特の着眼点や発想に留意
し 、 筆者が重要視し ている こ と
がら について理解し 説明でき る
よ う にし ま し ょ う 。

●レ ポート の内容を中心に出題し
ま すが、 応用問題も あ り ま す。
→教科書本文は繰り 返し 読んで
おき ま し ょ う 。

●現代文では漢字の読み書き を 覚
え、 抑揚や表現に気を 配り 、 味
わいを深めつつレ ポート の内容
と 本文を 見比べて復習し ま し ょ
う 。

●「 芥川」「 筒井筒」 は、 語句の
読み・ 意味、 現代語訳を はじ め、
レ ポート の内容と 教科書を 見比
べて、 繰り 返し 復習し ま し ょ う 。

●漢文では本文の内容、 語句の読
み・ 意味、 書き 下し 文、 現代語
訳など、 レ ポート の内容がし っ
かり 定着する よ う 復習し ま し ょ
う 。

●レ ポート の内容を 中心に出題し
ま すが、 一部、 応用問題も あり
ま す。

●教科書の文章を 見ながら 復習し
ま し ょ う 。

●詩は、 作品に込めた作者の思い
や感動、 およ び表現技巧な ど
について説明でき る よ う にし ま
し ょ う 。

●小説は登場人物の言動、 心理描
写や心理の変化およ びその原因
など について説明でき る よ う に
し ま し ょ う 。

●小説の作者名を 漢字で正し く 書
く こ と ができ る よ う にし ま し ょ
う 。

●レ ポート の内容を 中心に出題し
ま すが、 応用問題も あり ま す。

●「 大鏡」・「 源氏物語」 は語句の
読み・ 意味、 現代語訳を はじ め、
レ ポート の内容と 教科書を 見比
べて、繰り 返し 復習し ま し ょ う 。

●漢文は、 書き 下し 文・ 現代語訳
を は じ め、 レ ポ ート の 内容が
し っかり 定着する よ う 復習し ま
し ょ う 。

●「 万葉集」・「 古今和歌集」・「 新
古今和歌集」 は、 語句の 読み、
現代語訳、 修辞法（ 体言止め・
枕詞・ 序詞・ 掛詞） の使用など
を 確実に答えら れる よ う に復習
し ま し ょ う 。

●「 古典の常識あ れこ れ」（ 第１
回レ ポート の３ ページ目） から
も 必ず出題し ま す。 準備を し て
おいてく ださ い。

地理歴史

講
座
名

地理総合（ 後半） 地理探究（ 後半） 歴史総合（ 後半） 日本史探究（ 後半） 世界史探究（ 後半）

担
当
者

佐々木 佐々木 折坂 折坂 折坂

教
科
書

範
　
囲

教科書　 P120～214 
学習書　 P176～301

教科書　 P166～335 教科書　 P112～189 
学習書　 P114～203

教科書　 P166～307 教科書　 P186～389

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第６ 回 後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第６ 回 後半　 第１ 回～第６ 回

学
習
の
要
点

◎レポート の内容から 出題
し ま す。 教科書、 学習
書、 地図帳、 授業のプリ
ント を よ く 見直し 、 学習
し た 内容を 再確認し ま
し ょ う 。

○国名や都市名など は、 地
図帳や写真（ 図） で位置
や国土を確認し ておき ま
し ょ う 。

○教科書において、 漢字で
示さ れている も のは漢字
で答えま し ょ う 。

◎レ ポート の内容から 出題
し ま す。 教科書 、 地図
帳、 授業のプリ ント をよ
く 見直し 、 学習し た内容
を再確認し ま し ょ う 。

○国名や都市名など は、 地
図帳や写真（ 図） で位置
や国土を 確認し ておき ま
し ょ う 。

○教科書において、 漢字で
示さ れている も のは漢字
で答えま し ょ う 。

☆レ ポート の内容から 出題
し ま す。 各レ ポート の見
直し をし っかり し ておき
ま し ょ う 。

◎時代の流れを つかむこ と
が大切です。 事件の起き
る き っかけや政策転換の
理由など 、 時代の背景を
し っかり 確認し ておき ま
し ょ う 。

○全てが漢字指定です。 教
科書において漢字で示さ
れている も のは必ず漢字
で答えてく ださ い。

○人物名はフルネーム 、 事
件名も 省略せずに書き ま
し ょ う 。

☆レ ポート の内容から 出題
し ま す。 各レ ポート の見
直し をし っかり し ておき
ま し ょ う 。

◎時代の流れを つかむこ と
が大切です。 事件の起き
る き っかけや政策転換の
理由など 、 時代の背景を
し っかり 確認し ておき ま
し ょ う 。

○振り 返り から も いく つか
出題し ま す。 も う 一度要
点をま と めておいて下さ
い。

○全てが漢字指定です。 教
科書において漢字で示さ
れている も のは必ず漢字
で答えてく ださ い。

○人物名はフ ルネーム、 事
件名も 省略せずに書き ま
し ょ う 。

☆レ ポート の内容から 出題
し ま す。 各レ ポート の見
直し をし っ かり し ておき
ま し ょ う 。

〇それぞれの地域の歴史や
時代の特徴について、 基
本的な事項を 整理し て確
認し ておき ま し ょ う 。

〇地図で基本的な都市名・
国名の位置は確認し てお
き ま し ょ う 。

〇教科書に掲載さ れている
資料や図版・ 写真など も
よ く 見ておく こ と 。

☆解答する 上での注意事項
〇教科書において漢字で表

記さ れている も のは、 必
ず漢字で 答え て く だ さ
い。

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください
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講
座
名

公共（ 後半） 倫理（ 後半） 政治・ 経済（ 後半）

担
当
者

香山 香山 香山

教
科
書

範
　
囲

教科書　 P112～195 
学習書　 P130～250

（ 但し レポート と 関連する 所）

教科書　 P84～226 
学習書　 P68～159

（ 但し レ ポート と 関連する 所）

教科書　 P119～249
（ 但し レ ポート と 関連する 所） 

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

☆出題内容について
①レポート
②教科書、 学習書

①主にレ ポ ート の内容を 中心に出題し ま
す。 重要語句など は特に見直し ておき ま
し ょ う 。

②用語や人物名を ただ暗記する のではな
く 、 自分の言葉で、 漢字を使用し て、 説
明でき る よ う に、 教科書をよ く 読んでお
き ま し ょ う 。 ま た、 問題文を よ く 読み、
何を問われている か考えて慎重に答えま
し ょ う 。

☆出題内容について
①レポート
②教科書、 学習書

①主にレ ポート の内容を 中心に出題し ま
す。 重要語句など は特に見直し ておき ま
し ょ う 。

②用語や人物名を ただ暗記する のではな
く 、 自分の言葉で、 漢字を使用し て、 説
明でき る よ う に、 教科書をよ く 読んでお
き ま し ょ う 。 ま た、 問題文を よ く 読み、
何を問われている か考えて慎重に答えま
し ょ う 。

☆出題内容について
①レ ポート
②教科書

①主にレ ポート の内容を 中心に出題し ま
す。 重要語句など は特に見直し ておき ま
し ょ う 。

②用語や人物名を ただ暗記する のではな
く 、 自分の言葉で、 漢字を使用し て、 説
明でき る よ う に、 教科書をよ く 読んでお
き ま し ょ う 。 ま た、 問題文を よ く 読み、
何を問われている か考えて慎重に答えま
し ょ う 。

数　 　 学

講
座
名

数学Ⅰ（ 後半） 数学Ⅱ（ 後半） 数学Ａ （ 後半） 数学入門（ 後半）

担
当
者

野原 遠藤 野原 遠藤

教
科
書
範
囲

P73～148、 P154～161 
第２ 章　 ２ 次関数 
第３ 章　 三角比 
第４ 章　 集合と 論証 
第５ 章　 データ の分析

P72～133 
第３ 章　 三角関数 
第４ 章　 指数関数と 対数関数 
第５ 章　 微分と 積分

P40～75、 P80～83、 P86～91 
第２ 章　 図形の性質 
第３ 章　 数学と 人間の活動

P89～164 
第２ 章　「 数と 式（ 因数分解）」 
第３ 章　「 関数」 
第４ 章　「 平面図形」 
第５ 章　「 データ の分析」 
発展学習　「 調べてみよ う ！」

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後半　 第１ 回～第６ 回 後半　 第１ 回～第６ 回 後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

◎レ ポート を中心に復習し てお
き まし ょ う 。
２ 次関数

（ 　 　 ） の２ 乗を 作る 計算（ 頂
点を求めるための計算） が確実
にでき る よう にし ておく 必要が
あり ま す。 グ ラ フ のかき かた、
頂点・ 軸の求め方、 最大値・ 最
小値の求め方についても よ く 確
認し ておいてく ださ い。 ２ 次方
程式は因数分解・ 解の公式を利
用し て確実に解ける よ う にし 、
図を用いて２ 次不等式を解く 手
順を確認し ておき ま し ょ う 。
三角比
第４ 回レポート 12Ｃ の三角比の
値を覚えておく こ と 、 正弦定理
や余弦定理など の公式を利用し
た解法の流れを確認し ておき ま
し ょ う 。
集合と 論証
語句は必ず覚える こ と 、 命題の
真偽や必要条件・ 十分条件が確
実に答えら れる よ う にし ておき
ま し ょ う 。
データ の分析
代表値について計算でき る よ う
にし ておき ま し ょ う 。

※定規は携行し てく ださ い。 コ
ン パス持ち込み可。
※分度器・ 電卓等は持ち込めま
せん。

三角関数
三角関数の値の符号、 グ ラ フ 、
相互関係、 加法定理など の基礎
知識。
相互関係・ 加法定理・ ２ 倍角の
公式を用いて、 三角関数の値を
求める 。（ 三角関数の値の正負
を書く ）
指数関数と 対数関数
対数関数の性質や、 指数・ 対数
関数を含む計算。
指数・ 対数関数の大小関係。（ 底
が１ よ り 大き いか 小さ いか示
す）
微分と 積分
微分・ 積分の基本公式や、 公式
を用いた計算。
微分を用いて、 増減表から グラ
フを描く 。
積分を用いて、 ２ つの放物線に
囲ま れた面積を求める 。
　  
注１ ： 各レ ポート の穴埋め形式
の問題は、 必ず解ける よ う にす
る 。 特に、 定義や公式は正し く
書けるよ う にし ておく 。
注２ ： 分度器・ 電卓等は持ち 込
めません。

◎レ ポート を中心に復習し てお
き まし ょ う 。
図形の性質
図形の辺の長さ や角度を求める
問題を中心に出題し ま す。 各種
図形の性質を理解し 、 教科書や
レ ポート の問題をし っかり 解け
る よ う 繰り 返し 練習し ておき ま
し ょ う 。
三角形の内接円、 外接円をはじ
めと する 基本的な作図も 大切で
す。
数学と 人間の活動
レ ポート の問題が穴埋めでなく
て も 解け る よ う に、 解法の手
順をし っかり と 確認し ておき ま
し ょ う 。
10進数を２ 進数や３ 進数に変換
し た り 、 そ の逆に 10 進数に直
し たり でき る よ う にし ておき ま
し ょ う 。
素数を上手に利用し て、 複数の
整数の最大公約数や最小公倍数
を 求めら れる よ う にし ておき ま
し ょ う 。
 
※定規・ コ ン パス は必要で す。
携行し てく ださ い。
※分度器・ 電卓等は持ち 込めま
せん。

因数分解
公式を正し く 覚える 。 因数分解
は全パタ ーン 解け る よ う にす
る 。
平方根
平方根の意味や性質、 √を 含む
計算。
１ 次方程式・ ２ 次方程式
１ 次方程式の基本的な解き 方。 

（ か っ こ （ 　 ） は外し 、 小数・
分数は整数に 変形し て から 解
く ）
２ 次方程式は、 平方根の考えを
使う 場合と 因数分解を利用する
場合、 解の公式を使う 場合の３
パタ ーンで正し く 解ける よ う に
する 。
１ 次関数・ ２ 次関数
座標、 グラ フの作図。
平面図形
相似形の性質を 使っ た 計算問
題。
三平方の定理を正し く 覚え、 問
題に当てはめる 。
データ の分析
グラ フ の種類と それぞれの特徴
を 理解し 、 どのグラ フ でも 書け
る よ う にし ておく 。
度数分布表、 ヒ ス ト グラ ム が書
ける よ う にする 。
代表値、 四分位数を求めて箱ひ
げ図が書ける よ う にする 。

公　 　 民

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください
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理　 　 科

講
座
名

科学と 人間生活（ 後半） 物理基礎（ 後半） 化学基礎（ 後半） 生物基礎（ 後半）

担
当
者

山根大 山根大 石津 石津

教
科
書
範
囲

教科書　 P14～37 
　 　 　 　 P180～207

教科書　 P96～163 教科書　 P80～103 
　 　 　 　 P106～133 
　 　 　 　 P136～163

教科書　 P74～117 
　 　 　 　 P120～165

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

レ ポート の内容を中心に出題し

ま す。 微生物の種類と 名称、 発

酵の種類やど んな食品が作ら れ

る のかをよ く 理解し まし ょ う 。

微生物を 利用し た 科学技術も

し っかり 学習し ま し ょ う 。 自然

災害に関する 内容では、 日本の

周り にある プレ ート や地震の発

生、 火山の形と マグマの性質や

特徴など も し っかり 復習し てお

き ま し ょ う 。「 ～について 説明

せよ 」 と いう 記述問題も 出題し

ま す。 し っかり 書ける よ う に練

習し ま し ょ う 。

レ ポート の問題を基に出題し ま

すが、 問の 形式、 数値な ど は

変えま す。 も う 一度レ ポート を

やり 直すつも り で、 教科書・ 学

習書をよ く 読みながら 復習をし

ておき ま し ょ う 。 数値計算を要

する 問題も 出題し ま す。 公式や

単位をおさ ら いし ておき ま し ょ

う 。 計算は簡単なも のし か出ま

せんので電卓等の使用は不可で

す。

レ ポート の内容を中心に出題し

ま す。

１ 章では、 物質量や溶液の濃度

の 計算と 、 化学反応式の係数

が表すも のを重点的に復習し ま

し ょ う 。

２ 章では、酸・ 塩基の定義と 、酸・

塩基の価数と 強弱と 、 中和反応

と その量的関係について重点的

に復習し まし ょ う 。

３ 章では、 酸化・ 還元における

電子の動き 、 金属のイ オン化傾

向と 電池の関係を重点的に復習

し まし ょ う 。

なお、 計算は簡単にし ていま す

ので、 電卓等の使用はでき ま せ

ん。

レ ポート の内容を中心に出題し

ま す。

３ 編では、自律神経のはたら き 、

ホルモンのはたら き 、 血糖値の

調節を 理解し ておき ま し ょ う 。

ま た、 免疫のし く みやそのし く

みを利用し た予防や治療、 その

異常によ る 病気も 大切です。

４ 編では、 遷移のし く みやバイ

オームについて理解し ておき ま

し ょ う 。 ま た、 生態系の多様性

や生物間の関係、 人間が生態系

へ及ぼす影響と 保全についても

理解を深めておき ま し ょ う 。

保健体育

講
座
名

体育１ ～５ （ 後半） 保健（ 後半）

担
当
者

二上・ 曽田 二上・ 曽田

教
科
書
範
囲

実技試験のみ行いま す。
た だし 、 受験する には各講座
（ 体育１ ～５ ） のレ ポート の後
半第１ 回（ 体育３ は第２ 回も ）
が 合格し て い る 必要があ り ま
す。

P76～129
P130～　 保健編・ 用語解説
（ 試験範囲の用語について）

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後期に選択（ 申請） し た種目の
実技試験を行いま す。 体育１ ～
５ で併修（ ２ 講座受講） し てい
る 人は、 それぞれの講座（ 科目）
ごと に試験を受けま す。

後半　 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

○それぞれが選択し た 種目で、

基本的な技術の実技試験を 行

いま す。

○受験する 際の服装は、 許可さ

れたも のに限り ま す。 違反し

た場合の受験は認めま せん。

 

※試験の時※

運動する のに ふさ わし い 服装

で、 各選択種目の活動場所に集

合し てく ださ い。

○主にレ ポート の内容に沿って

出題し ますが、 出題の形式は

変わる 場合があり ます。

○レ ポート の内容は教科書中心

ですが、 学習書も 関わってい

ま すの で、 教科書、 学習書

を よ く 読んで学習し ておき ま

し ょ う 。

情　 　 報

講
座
名

情報Ⅰ（ 後半）

担
当
者

尾崎

教
科
書
範
囲

P62～81
P90～109

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後半　 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

３ 章　 コ ン ピ ュ ータ を 活用

する

４ 章　 データ を活用する

 

以上について、 レ ポ ート の

内容を 中心に出題する 予定

ですが、 出題形式等は変更

する 場合があ り ま すので教

科書を よ く 読み理解し て お

き まし ょ う 。

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください ※本誌にて確認ください
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芸　 　 術

講
座
名

音楽Ⅰ（ 後半） 音楽Ⅱ（ 後半） 美術Ⅰ（ 後半） 美術Ⅱ（ 後半） 書道Ⅰ（ 後半） 書道Ⅱ（ 後半）

担
当
者

柴原 柴原 高橋恭 高橋恭 川津 川津

教
科
書
範
囲

＜課題曲＞ 
教科書　 P18、 19 

「 春が来た」「 夏は来
ぬ」「 みかんの花咲
く 丘」「 う さ ぎ」「 紅
葉」「 冬景色」 よ り
１ 曲選ぶ（ 歌唱も し
く は演奏）

＜課題曲＞ 
教科書　 P23 
「 どじ ょ っこ ふなっ
こ 」  
P82　 音階の例

教科書、 デザイ ンと
映像メ ディ アの領域
P48～76

教科書、 デザイ ンと
映像メ ディ アの領域
P34～55

レ ポート １ ～３ 回で
扱ったページ 

〈 古典作品〉
P40～48、 P64～65 

〈 生活に広げる 〉
P124～129

レ ポート １ ～３ 回で
扱ったページ

〈 古典作品〉
P46～47、 P49～51

〈 仮名の書〉
P68～73

〈 漢字仮名交じ り の書〉
P２ ～12、 P82～97

レ
ポ
ー
ト

範
囲

後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回で
扱ったすべてのページ

後半　 第１ 回～第３ 回で
扱ったすべてのページ

すべての内容
後半　 第１ 回～第３ 回

すべての内容
後半　 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

・ 課題曲よ り １ 曲選
び、 歌唱も し く は器
楽演奏
 
・ 試験用紙（ レ ポー
ト 最終ページ） に必
要事項を 記入し て、
試験当日に持っ てき
て く だ さ い。（ 試験
用紙がなければ受験
で き ま せん。） 口頭
でも 確認し ま す。
 
・ 試験申込について
は別紙で詳細を お送
り し ま すので、 必ず
確認し てく ださ い。

・ 課題曲を自分で選
んだ音階で編曲し た
も のを演奏する 。（ 歌
唱でも 可）
 
・ 試験用紙（ レ ポー
ト 最終ページ） に必
要事項を 記入し て、
試験当日に持っ てき
て く だ さ い。（ 試験
用紙がなければ受験
でき ま せん。） 口頭
でも 確認し ます。
 
・ 試験申込について
は別紙で詳細を お送
り し ま すので必ず確
認し てく ださ い。

実 技試 験を 行い ま
す。鉛筆と 消し ゴム、
色鉛筆を 持参し てく
ださ い。

実 技 試験 を 行 い ま
す。鉛筆と 消し ゴム、
色鉛筆を 持参し てく
ださ い。

・ 筆記試験のみです。
・ レ ポート の内容（ 用
語の説明、 行書・ 隷
書の特徴、 仮名の成
立、 篆 刻と 落款 等 ）
を 中心に出題し ま す
が、 教科書の古典作
品も よ く 観ておき ま
し ょ う 。
・「 日常生活と 書」 と
題し て 作文を 書いて
も ら いま す。 考え て
おき ま し ょ う 。

・ 筆記試験のみです。
・ レ ポ ー ト の 内 容

（ 漢字の書、 仮名の
書、 漢字仮名交じ り
の書） を 中心に出題
し ます。
・ 教科書の古典作品
も よ く 観 て お き ま
し ょ う 。
・ 最後に「 漢字仮名
交じ り の書」 に関す
る 作文があり ます。

外 国 語

講
座
名

英語コ ミ ュ ニケーショ ンⅠ
（ 後半）

英語コ ミ ュ ニケーショ ンⅡ
（ 後半）

論理・ 表現Ⅰ（ 後半） 英語入門（ 後半）

担
当
者

嘉藤 門脇 嘉藤 門脇

教
科
書
範
囲

Lesson ７ ～ Lesson 10 Lesson ６ ～ Reading ２ Unit1 Lesson７ ～12
ちがいがわかる 伝わる 英文法
07/08/11/12/13/14/15

Part ９ ～ Part 16

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後半　 第１ 回～第４ 回 後半　 第１ 回～第６ 回 後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

○各レ ッ ス ンの本文を 読み（ で
き る だけ音読をすすめま す）、
話の概要をつかんでおく 。

○各レ ッ ス ンの本文に出てく る
単語や熟語、 英語表現を 整理
し 、 書ける よ う にし ておく 。

○教科書と 学習書の Target の
ページ、 ま たス ク ーリ ン グ時
に配布し たプリ ント を熟読し
て、 各レ ッ ス ンの文法事項を
まと め理解し ておく 。

○レ ポート の内容を中心に出題
し ま す。 レ ポ ート の 各問い
についてポイ ント を押さ えつ
つ、 すべて答えら れる よ う に
し ておく こ と 。 ただし 、 問題
の形式を変える 場合や、一部、
発展問題も あり ま す。

○教科書や学習書を見直し 、 復
習する 。 ま た各レ ッ ス ンを音
読し て内容や英語表現（ 本文
の次のページの Target にあ
る も の） を理解し ておく こ と 。

○試験範囲のレ ポ ート を 見直
し 、 答えら れる よ う にし てお
く こ と 。

○各レ ッ ス ンの単語や熟語を書
ける よ う にし ておく こ と 。

○各レ ッ ス ンの文法事項につい
て教科書や学習書、 授業で用
いたプリ ント を利用し て復習
し 、 理解し ておく こ と 。

○教科書やス ク ーリ ング時に配
布し たプリ ン ト を 復習し て、
英語表現や文法事項をま と め
理解し ておく 。

○レ ポート の内容を中心に出題
し ま す。 レ ポ ート の各問い
についてポイ ント を押さ えつ
つ、 すべて答えら れる よ う に
し ておく こ と 。 ただし 、 問題
の形式を変える 場合や、一部、
発展問題も あり ます。

○各 Part の教科書の説明を よ
く 読んで復習し ておく こ と 。

○ス ク ーリ ングで配布し たプリ
ント を見直すこ と 。

○試験範囲の レ ポ ート を 見直
し 、 答えら れる よ う にし てお
く こ と 。

○各レ ッ ス ンの学習内容を 教科
書、 学習書、 授業で用いたプ
リ ント を利用し て復習し 、 理
解し ておく こ と 。

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください
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商　 　 業

講
座
名

ビジネス基礎（ 後半） 簿記（ 後半） 情報処理（ 後半）

担
当
者

福間 福間 福間

教
科
書
範
囲

教科書　 P114～195 教科書　 P92～212 教科書　 P118～311

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後半　 第１ 回～第４ 回 後半　 第１ 回～第４ 回 後半　 第１ 回～第５ 回

学
習
の
要
点

※電卓持ち込み　 必須
 
第５ 章　 企業活動の基礎
第６ 章　 ビジネスと 売買取引
第７ 章　 ビジネス計算
第８ 章　 身近な地域のビジネス
 
以上について、 レ ポート の内容を中心に出
題する 予定ですが、 出題形式など は変わる
場合があり ま すので教科書と 学習書も よ く
読んで理解し ておき まし ょ う 。
 
＊電卓を忘れないよ う に！

※電卓持ち込み　 必須
 
○補助簿の作成
･ 商品有高帳
･ 売掛金、 買掛金元帳など　
○決算整理仕訳
○８ 桁精算表
〇損益計算書と 貸借対照表
○３ 伝票と 仕訳集計表
 
以上について、 レ ポート の内容を中心に出
題する 予定ですが、 出題形式など は変わる
場合があり ま すので教科書も よ く 読んで理
解し ておき ま し ょ う 。
 
＊電卓を忘れないよ う に！

第３ 章　 情報の収集と 分析
第４ 章　 ビジネス 文書の作成
第５ 章　 プレ ゼンテーショ ン
＊EXCEL関数（ 計算式） の確認を し てお

き ま し ょ う 。
＊グラ フ の作成方法と グラ フ の内容を確認

し ておき ま し ょ う 。
＊データ ベース やSQLの内容について確認

し ておき ま し ょ う 。
 
以上について、 レ ポート の内容を 中心に出
題する 予定ですが、 出題形式など は変わる
場合があり ま すので教科書も よ く 読んで理
解し ておき ま し ょ う 。

家　 　 庭

講
座
名

家庭総合（ 後半） 消費生活（ 後半） 保育基礎（ 後半） 生活と 福祉（ 後半）

担
当
者

白根・ 内部 内部 加藤 加藤

教
科
書
範
囲

教科書　 P160～185 
　 　 　 　 P192～199 
　 　 　 　 P202～225 
　 　 　 　 P230～259 
　 　 　 　 P262～267 
学習書　 P98～167

教科書　 P78～152 教科書　 P74～131 教科書　 P84～179

レ
ポ
ー
ト

範
　
　
囲

後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回 後半　 第１ 回～第３ 回

学
習
の
要
点

第７ 章　 衣生活をつく る
第８ 章　 住生活をつく る
第 9 章　 経済生活を営む
第10章　 持続可能な生活を営む
第11章　 こ れから の生活を 創造

する
 
以上について、 レ ポート の内容
を 中心に出題する 予定ですが、
出題形式な ど は変わる 場合が
あり ま すので教科書・ 学習書も
よ く 読んで理解し ておき ま し ょ
う 。

第４ 章　 消費者の自立支援
第５ 章　 環境と 消費者
第６ 章　 消費者契約と 法
 
以上について、 レ ポート の内容
を 中心に出題する 予定ですが、
出題形式など は変わる 場合があ
り ま すので教科書も よ く 読んで
理解し ておき まし ょ う 。

第３ 章　 子ども の生活
第４ 章　 子ども の福祉
第５ 章　 子ども の文化
 
以上について、 レ ポート の内容
を 中心に出題する 予定ですが、
出題形式などは変わる 場合があ
り ま すので教科書も よ く 読んで
理解し ておき まし ょ う 。

第４ 章　 高齢者支援の法律と 制
度（ ３ 節 高齢者支援と 地域包
括ケアシス テム）
第５ 章　 介護・ 看護の実習と 生
活支援（ １ 節 介護の実習、 ２
節 看護の実習、 ３ 節 生活支援）
 
以上について、 レ ポート の内容
を 中心に出題する 予定ですが、
出題形式などは変わる 場合があ
り ま すので教科書も よ く 読んで
理解し ておき ま し ょ う 。

※本誌にて確認ください

※本誌にて確認ください
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卒業納付金は、 後期試験期間中ま でに事務室へ直接支払っ てく ださ い。

ま た、 郵送する 場合は必ず現金書留で郵送し てく ださ い。

〇後期試験期間中【 １ 月 18 日（ 木） ～１ 月 28 日（ 日）】 ま でにお願いし ま す。

〇納付金額（ 終身会費） ３ ，０ ０ ０ 円　 ･･･　 緑の納付書と 一緒に提出し ま す。

総務部より

卒業予定生のみなさ んへ

保健相談部より

スク ールカ ウン セラ ー（ SC）の来校日程【 1 2 月・ １ 月】（ 予定）

　 スク ールカ ウンセラ ーの来校日をお知ら せし ます。

　 生徒のみなさ んだけでなく 保護者様のご相談にも 応じ てく ださ います（ 予約制）。 ご希望の方は、 S C 担当

までご連絡く ださ い。 その際には「 ルーム・ 生徒氏名・ スク ールカ ウンセラ ーと の相談を希望し たい」 と お

伝えく ださ い。 予約状況をお知ら せし ます。 ※学校代表番号（ 0 8 5 2 ） 6 6 － 7 5 7 7

来校日程は次のと おり です。　 　

1 2 月： 1 8 日（ 月）・ 2 2 日（ 金）　

１ 月： 1 5 日（ 月）・ 2 2 日（ 月）・ 3 1 日（ 水）

時間 　 1 1： 1 5 ～1 5： 0 0（ 変更する 場合も あり ます）

令和５ 年度　 島根県就職内定者合同研修（ ２ 月）の案内

　 企業への就職が内定し ている 高校生の皆さ んを 対象に、 安定し た就労を 目指すこ と を 目的と し て、 毎年２ 月に研修

が実施さ れま す。 就職内定者は全員必ず参加し てく ださ い。 日時・ 場所が決定次第、 該当生徒には案内を 送付し ま す

ので確認し てく ださ い。

過去の研修内容　 ： 学生と 社会人の違い、 すぐ に使え る ビ ジ ネス マナー、 報告・ 連絡・ 相談で社内コ ミ ュ ニケ ー

シ ョ ン を 高める 、 目標設定など

進路部より

写真は過去実施の様子



碧　 雲　 通　 信

（ 10）

2023年12・ 1 月号（ 第123号）

　 12 月になり ま し た。 今年も あと わずかですね。 今年最後のス ク ーリ ン グ も つい先日でし たが、 当初の計画通り

に、 ス ク ーリ ン グ と レ ポート は、 進みま し たか？レ ポート 合格締め切り 日は 12 月 26 日ですが、 でき ればその前

の週に全て のレ ポート 提出を 終えて し ま いま し ょ う 。 再提出になる かも し れな いこ と を 頭に入れて、 少し でも 余

裕を も っ て おき ま し ょ う 。 すっ き り と 気持ちよ く 、 新年が迎え ら れる こ と を 願っ ていま す。 私た ち の合い言葉は

「 あせら ず、 やすま ず、 あき ら めず」 です。 最後ま でし っ かり 頑張り ま し ょ う 。 こ の言葉を かみし めながら 、 除夜

の鐘を 聞き ま し ょ う 。

編 ―集 ―後 ―記

まなびのキセキ☆発表会　 参加者募集について

　 令和６ 年２ 月 21 日（ 水） に行われる 「 まなびのキセキ☆発表会」 の発表者を 募集し ま す。

【 １ 　 何を する の？】

　 ①発表　 ②展示

　 自分の好き な こ と 、 興味のあ る こ と 、 取り 組んでいる 活動など の内容を ま と めて 、「 こ んなこ と を やっ ています」

と いう 発表も し く は展示を 行いま す。 発表の後には聞いていた人たちと の交流会も あ り ま す。 個人でも グループでも

構いま せん。

　 発表は１ チーム ７ 分程度、 展示は１ チーム パネル１ ～２ 枚です。

【 ２ 　 どんなこ と を 発表する の？】

　「 総合的な探究の時間」 で自分の好きなこ と や興味のあるこ と など 、発表原稿を 作っ た人はチャ ン ス です。 ま た「 総

合的な探究の時間」 で調べたこ と ではなく ても 、 こ う いう ボラ ン ティ ア に参加し ま し た、 と か、 こ う いう 習い事には

ま っ ていま す、 な ど 、 内容は何でも 構いま せん。「 こ んな作品をつく っ てみた」 と いう 展示も いいですね。 昨年は通

信制の生徒から 「 宍道高校のイ メ ージソ ン グを 作っ てみた」 と いう 発表があり ま し た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 去年の発表の様子です。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ Ｑ Ｒ コ ード ） ↓

【 ３ 　 どう すれば参加でき る の？】

　「 ちょ っ と 興味がある 」、「 ど う いう 感じ なのかも う 少し 詳し く 聞き たい」 と いう 人は

月森先生または柴原先生（ 職員室・ 教育開発部）　 のと こ ろ ま で来てみてく ださ い。

【 ４ 　 最後に】

　 自分が好き なこ と に取り 組んでいる 人は是非、 それを 誰かに伝えてみま せんか？特に進学を 考えている 、 就職面接

な ど で何かア ピ ールポイ ン ト が欲し い、 と いう 人は是非、 こ の機会に人前で話す経験を し てみま し ょ う 。（ も ち ろ ん

特別活動の時間になり ま す。）

申し 込み締め切り １ 月末日（ 予定）　 みなさ んの参加を お待ちし ています。

教育開発部より

※本誌にて確認ください


